
（様式１）

大 学 名 筑波大学 学 問 分 野 化学、材料科学

物性・分子工学専攻、化学専攻、電子・物理工学専攻、物質創成先端科学専攻専 攻 等 名 数理物質科学研究科

拠点の 名称 未来型機能を創出する学際物質科学の推進プログラム

数理物質科学研究科 物性・分子工学専攻・教授(専攻長）拠点リーダー氏名 門脇 和男 所属部局・職

プログラム 工学と理学の幅広い分野の融合により、未来型機能を有する新しい物質群

の概要 の創出によって学際物質科学の世界的な研究拠点形成を目指す。また、国

際社会で活躍する優秀な若手研究者を養成する。

拠点形成の 我が国の物質科学（工学）は国際的に高い水準にあり、現代の物質社会の

目的・必要 繁栄の根幹を支えると同時に産業の基盤を形成し、未来を担う重要な分野

性 となっている。本研究拠点形成の目的は、工学と理学の融合を一層深める

ことによって、このような物質科学の水準をさらにより高度な研究・教育

環境に整備し、未来型機能を創出する学際物質科学の未踏領域に高い研究

ピ－クを実現し、この分野における世界最高レベルの研究拠点を形成する

ことにある。また、この分野における世界の中心的研究機関としての役割

を果たすことを目指す。この研究を通して、将来、国際的に活躍する若手

研究者を養成するとともに、新産業創出にも大いに貢献するものである。

研究拠点形 この目的を達成するため、研究分野を化学的手法（物質創成部門）や物理

成実施計画 的手法（ナノ制御部門）によって物質創成する部門と、その性質を総合的

に調べる融合物性部門の３部門、６コアに集約し、互いに緊密な連携を保

ちつつ、特徴のある分野を中心に、独創的な高い研究レベルを実現し 「新、

しいナノ物質・材料の創出」を目指す。これを効果的に実現するため、研

究拠点リ－ダ－を中心とした「研究戦略室」を設置し、斬新な研究・教育

マネ－ジメント体制を確立する。効率的な研究資金の運用、効果的な人材

の登庸、外部研究機関との連携、積極的な情報公開による厳正な評価体制

の確立、研究成果の公開及び広報など新たな取り組みを実現する。

教育実施計 高い研究ピ－クのある環境の中で、学際的な広い視野を持つ優れた若手研

画 究者を育成することは本研究拠点の重要な使命である。個人的指導体制か

らコア内、部門内での共同指導体制によって、より柔軟な教育指導へ移行

し、優れた研究能力を持つ若手リ－ダ－を早期に育成する。大学院教育に

おいては、競争的研究体制を強化し、厳正な評価による研究成果に見合っ

た奨学制度や 制度を充実し、活性化を図る。さらに、優れた外国人留RA

学生やポスドクを多数積極的に確保し、国際的視野から高度な教育を実現

。 、する インタ－ンシップ制度の積極的導入により産業界との連携を強化し

、 。また 筑波地区の研究機関と連携融合高等大学院教育構想の実現を目指す
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●　新しい物質を創成する学際物質科学 ●　ナノテクノロジ－を支える
　　　学際物質科学　

●　新しい機能を開拓する学際物質科学
　　

高機能化

発見した新機能の対応物質
探索

新物質の物性評価

物質創成部門

ナノ制御部門

融合物性部門

●機能性高分子ｺｱ

高分子化学でのらせん構造をもつ
高分子の創成と物理学での導電
性の付与を融合

　

分子ｽｹｰﾙの電磁石の開発

　　　ﾏｲｸﾛﾓｰﾀｰ

●物質変換ｺｱ

有機化学における化学反応
による分子変換法と道筋制
御による全く新しい分子の
振り分け手法の創出

●ハイブリッド機能化ｺｱ

磁性におけるﾅﾉｽｹｰﾙ磁
性と結晶工学における結
晶歪みによる安定化を融
合

分子の大きさのメモリ

の開発と応用

　　超高密度磁気記憶

　　装置補聴器で同時通訳　
　

●融合電子物性ｺｱ

電子物理における超伝導
機構の追及と結晶工学に
おける優良結晶創成技術
の融合

正の学習

負の学習

●ナノ組織機能化ｺｱ

単電子（原子）におけ
るﾅﾉｽｹｰﾙ機能の研
究と物質工学の作り
こみと拡散制御を融
合

自己学習型ﾃﾞﾊﾞｲｽの
開発

●量子制御・計測ｺｱ

量子力学における協
調効果と物質工学に
おける作りこみの融
合

超大規模演算ﾃﾞﾊﾞｲｽ
の開発

　　　未来型ｽｰﾊﾟ 　ー
　　　ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

未来型機能を創出する学際物質科学の推進

超伝導機構の解明
新しい超伝導体の開発

未来型ロボット

新物質の
展開研究

ﾏｲｸﾛﾏｼﾝ

全く新しい分子生成手法

超高速演算ﾃﾞﾊﾞｲｽ

高速高分解能ｶﾞﾝ診断装置

現時点では困難な原
系（ﾃﾙﾍ゚ﾉｲﾄ゙）から新
しい抗がん剤（ﾀｷｿー
ﾙ）と鎮痛剤（ｶﾝｽｲﾆ
ﾝ）の生成 人工知能

高度機能

物質開発

新物質の
応用研究

研究戦略室(Head-Quarter)
効率的研究資金計画
人事採用・成果の公表
積極的情報公開
厳正な評価体制




